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ダッシュボードからのクラスタパフォーマンスの監
視

Unified Manager のダッシュボードには、 Unified Manager の現在のインスタンスで監視
しているすべてのクラスタのパフォーマンスステータスの概要が、いくつかのパネルに
分けて表示されます。管理対象クラスタの全体的なパフォーマンスを評価し、特定のイ
ベントをすばやく把握して特定し、解決策を適用することができます。

ダッシュボードのパフォーマンスパネルについて

Unified Manager のダッシュボードには、環境内の監視対象のすべてのクラスタのパフォ
ーマンスステータスの概要が、複数のパネルに分けて表示されます。すべてのクラスタ
または個々のクラスタのステータスを表示できます。

次の図は、Unified Managerのダッシュボードですべてのクラスタが表示されている例を示しています。

ほとんどのパネルには、パフォーマンス情報に加えて、そのカテゴリのアクティブイベントの数および過去
24 時間に追加された新しいイベントの数が表示されます。この情報から、報告されたイベントを解決するた
めに詳細な分析が必要なクラスタを決定できます。イベントをクリックすると、上位数件のイベントが表示さ
れ、そのカテゴリのイベントをフィルタリングして表示するイベント管理インベントリページへのリンクが表
示されます。

次のパネルにはパフォーマンスステータスが表示されます。

• * パフォーマンス容量パネル *

すべてのクラスタを表示している場合、このパネルには、各クラスタのパフォーマンス容量（過去 1 時間
の平均）とパフォーマンス容量が上限に達するまでの日数（日次増加率に基づく）が表示されます。棒グ
ラフをクリックすると、そのクラスタのノードインベントリページが表示されます。ノードのインベント
リページには過去 72 時間のパフォーマンス容量の平均が表示されるため、この値がダッシュボードの値
と一致しないことがあります。

単一のクラスタを表示している場合、このパネルには、そのクラスタのパフォーマンス容量、合計 IOPS

、合計スループットが表示されます。

• * ワークロード IOPS パネル *

ワークロードのアクティブ管理が有効になっていて、単一のクラスタを表示している場合、このパネルに
は、特定の範囲の IOPS で現在実行されているワークロードの総数が表示されます。

• * ワークロードパフォーマンスパネル *

ワークロードのアクティブ管理が有効になっている場合、このパネルには、定義された各パフォーマンス
サービスレベルに割り当てられている準拠ワークロードと非準拠ワークロードの総数が表示されます。棒
グラフをクリックすると、そのポリシーに割り当てられているワークロードがワークロードページに表示
されます。

• * 使用状況の概要パネル *
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すべてのクラスタを表示している場合、 IOPS またはスループット（ MBps ）が高い順にクラスタを表
示できます。

単一のクラスタを表示している場合は、そのクラスタのワークロードを IOPS またはスループット（
MBps ）が高い順に表示できます。

パフォーマンスのバナーメッセージと説明

Unified Manager の通知ページ（通知ベルから）にバナーメッセージが表示されて、特定
のクラスタのステータスの問題を通知することができます。

バナーメッセージ 説明 解決策：

No performance data is

being collected from

cluster cluster_name.

Restart Unified Manager to

correct this issue.

Unified Manager の収集サービスが
停止しており、どのクラスタから
もパフォーマンスデータが収集さ
れていません。

この問題を解決するには、 Unified

Manager を再起動します。それで
も問題が修正されない場合は、テ
クニカルサポートにお問い合わせ
ください。

More than x hour(s) of

historical data is being

collected from cluster

cluster_name. Current data

collections will start

after all historical data

is collected.

リアルタイムのクラスタパフォー
マンス収集サイクル以外に、デー
タの継続性収集サイクルによるパ
フォーマンスデータの収集が実行
中です。

対処は不要です。現在のパフォー
マンスデータは、データの継続性
収集サイクルの完了後に収集され
ます。

データの継続性収集サイクルが実
行されるのは、新しいクラスタが
追加されたときや、 Unified

Manager が何らかの理由で現在の
パフォーマンスデータを収集でき
なくなったときです。

パフォーマンス統計データの収集間隔を変更する

パフォーマンス統計のデフォルトの収集間隔は 5 分です。大規模なクラスタからの収集
がデフォルトの時間内に完了しない場合は、この間隔を 10 分または 15 分に変更できま
す。この設定は、この Unified Manager インスタンスで監視しているすべてのクラスタ
からの統計の収集に適用されます。

作業を開始する前に

Unified Manager サーバのメンテナンスコンソールへのログインが許可されているユーザ ID とパスワードが
必要です。

このタスクについて

パフォーマンス統計の収集が時間内に完了しなかった問題 は、バナーメッセージで示されます Unable to

consistently collect from cluster <cluster_name> または Data collection is taking

too long on cluster <cluster_name>。
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収集間隔の変更が必要になるのは、統計の収集が問題のためです。その他の理由でこの設定を変更しないでく
ださい。

この値をデフォルト設定の 5 分から変更すると、 Unified Manager でレポートされるパフォー
マンスイベントの数や頻度に影響する可能性があります。たとえば、システム定義のパフォー
マンスしきい値ポリシーでは、ポリシーを超えた状態が 30 分続くとイベントがトリガーされ
ます。収集間隔が 5 分の場合は、収集間隔が 6 回連続でポリシーの違反となるようにする必要
があります。一方、収集間隔が 15 分の場合は、 2 回の収集期間のみでポリシーの違反と判断
されます。

クラスタセットアップページの下部にあるメッセージは、現在の統計データの収集間隔を示します。

手順

1. SSH を使用して、 Unified Manager ホストにメンテナンスユーザとしてログインします。

Unified Manager メンテナンスコンソールのプロンプトが表示されます。

2. 「パフォーマンスポーリング間隔の設定 * 」というラベルの付いたメニューオプションの番号を入力し、
Enter キーを押します。

3. プロンプトが表示されたら、メンテナンスユーザのパスワードをもう一度入力します。

4. 設定する新しいポーリング間隔の値を入力し、 Enter キーを押します。

完了後

外部データプロバイダ（ Graphite など）への接続を現在設定してある場合は、 Unified Manager の収集間隔
を 10 分または 15 分に変更したあと、データプロバイダの送信間隔も Unified Manager の収集間隔以上に変
更する必要があります。
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